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【概況】＜オミクロン株への懸念により小幅変動＞

　

【製品卸価格】＜月間玉から週決め玉へシフト＞

≪今週≫今週の元売り仕切り改定は3社ともに「-6.5円」の大幅値下げ改定でした。昨年4月に-6.5円の下
げの改定がありましたが、4円以上の大幅な値下げ改定は約1年半ぶりです。改定前までは月間玉での販
売が優勢で、先行した値下げが見られましたが、改定後は週決め玉が市況を牽引しています。
≪12月11日以降≫次回の元売り改定は、現状の原油コストで「+2.0～+2.5円」の値上げ予測です。原油相
場の反転により、次週は値上げになることから、月間リンク玉の売り込みは一時収まっています。4ラックを
ベースとした月間平均での仕入れと仮定すると足元市況はコスト割れになる可能性が高く、次週の値上げ
改定後から改めて販売に出てくるものと思われます。週末は値下げ改定後でかつ値上げ改定前ということ
もあり、オーダーも多く仮需が発生しているようです。配送ローリーも来週の木曜辺りまでいっぱいと話す
ディーラーも聞こえるなど、混雑している様子が窺えます。今は月間玉が販売に出ていないこともあり、玉
が薄いという状況も一部あるようですが、灯油については寒さがいまいちなため、需要面で盛り上がりに欠
ける状況となっています。

●3日、ＯＰＥＣプラスは2日の閣僚級会合で、今年8月から続けている小幅増産を来年1月も維持することを決定しました。一方、オミクロン株の
感染拡大でエネルギー需要が減少した場合には、来年1月4日の次回会合を待たずに対応する可能性を示唆したことで下落しました。
●6日、オミクロン株をめぐっては、感染力は強いものの、軽症化傾向にあるとの報告が相次いでおり、エネルギー需要の回復を期待する楽観
的な見方が盛り返し、この日は終日原油の買いが優勢でした。
●7日、オミクロン株が重症化リスクが低いという見方から都市封鎖などの感染対策でエネルギー需要が低下するとの懸念が後退し、原油が
買われています。米株高を背景に投資家のリスク回避姿勢が後退し、同じリスク資産である原油にも買いが入っています。また、イラン核合意
再建交渉の進展に不透明感が広がっており、イランの国際石油市場復帰が遅れるとの見方も、相場の支援材料となっているようです。
●8日、米エネルギー情報局（ＥＩＡ）が午前に発表した週報では、原油在庫が20万バレル減となり、市場予想（170万バレル減）に比べて小幅な
取り崩しにとどまりました。一方、石油製品はガソリンが390万バレル増、ディスティレート（留出油）が270万バレル増と、ともに予想を大きく上
回る積み増しでした。オミクロン株へのワクチンの有効性に期待もあり、上げ下げ要因が交錯する形となりました。
●9日、ファイザーが同社製ワクチンを3回接種すれば高い感染予防効果が期待できるとする初期段階の実験結果を発表しましたが、英国が
感染拡大抑止策を打ち出し、デンマークも飲食店や学校などの閉鎖を計画していると伝わり、経済活動の停滞を招くとの警戒感が再燃したた
め、軟調に推移しました。

太陽石油(株)は日揮HD(株)と共同で国内初の森林資源を有効活用したグリーンリファイナリー事業の共同検討を行うと発表しました。主に四
国内の未利用森林資源の収集から、木質バイオマスの分解油化によるバイオ原油の製造、バイオ原油を原料としたバイオマスプラスチック原
料やバイオ燃料などバイオ製品の製造に至るまでの一連のサプライチェーン構築に向けた検討を行います。この取り組みにより化石燃料と比
較して原料調達から消費までのCO2排出量を削減することが可能になります。油化技術を用いた原油製造についてはこのほかにもENEOSと
三菱ケミカルなどが「ケミカルリサイクル」という手法を用いて、プラスチックの廃棄物を原油に近い状態に戻し原油として再利用する事業を始
めます。設備としては、2023年にも稼働させる予定です。
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【次世代エネルギー】＜森林資源を活用したグリーンリファイナリー事業＞
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12/16～ 元売変動予測

ガソリン +2.0～+2.5

灯油 +2.0～+2.5

軽油 +2.0～+2.5

Ａ重油 +2.0～+2.5

ＬＳＡ +2.0～+2.5

※現段階の原油コストによる予想です。

次回元売変動予測
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